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研究開発イノベーションの創出に関わるマネジメント業務・⼈材に関する課題の整理と今後の在り⽅ 【ポイント】（案）

ワーキング・グループからのメッセージ

●他機関との共同・受託研究（産学連携等）が増加、外部研究資⾦の
獲得が増加、機関内での交流・情報共有が進展するなど、⼤学・研究
機関の研究開発⼒強化に貢献

●今後は、外部研究資⾦の獲得、研究プロジェクトの企画・牽引に加え、
⼤学全体の組織運営に携わっていくことを期待

●研究設備・機器の維持管理、⾼度な技術⽀援を担う専⾨職
であり、研究者とともに課題解決を担うパートナー

●今後は、研究企画⼒等を⾝につけることや、研究設備・機器とそれを⽀
える⼈材に関する経営戦略の策定に参加するなど活躍の場を広げていく
ことを期待

⽂部科学省 ⼤学・研究機関 研究開発マネジメント⼈材・技術職員

報告書の内容

• ⼈材の不⾜、機関内での⼈材育成の困難さ
• 業務の拡⼤と⼈材の多様性
• 適切な評価、キャリアパス確率の困難さ
• 職への⾼いインセンティブの不⾜
• 機関における研究開発マネジメント⼈材に係る認識不⾜

⼤学等には、国際的に競争⼒のあるアカデミアの基盤を確⽴し、質が⾼く多様な研究を推進すること、次世代を担う⼈材育成を⾏い、イノベーションの源泉となること、
産学官連携やスタートアップ創出⽀援、地域連携などを通じて、⽣み出した研究成果を社会に還元していくことなどが求められている。

社会課題が複雑化し、研究により解決する⽅策も多様化する中、URA等の研究開発マネジメント⼈材や技術職員と研究者が共に連携して研究開発に挑戦する
ことで、初めて国際的な競争⼒のある研究成果を⽣み出すことができる。
このため、⼤学や研究機関は、組織として戦略的に研究開発マネジメント体制を整え、URA等の研究開発マネジメント⼈材や技術職員を適正に評価・処遇し、キャリア

パスを拓いていくことが重要である。
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• 機関内の状況把握の不⼗分さ
• 適切な評価と処遇、キャリアパス確率の困難さ
• ⼈材育成の困難さ
• 他機関と情報共有する仕組みの必要性
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•研究開発マネジメント⼈材及び技術職員の評価、
処遇、雇⽤等に関して、優良事例を盛り込んだ⼈事
制度のガイドラインを策定

•JSTや外部団体による研修、認定の機会について、
⼀元的にホームページで情報提供

•研究開発マネジメント⼈材のOJT研修の創設

•科学技術分野の⽂部科学⼤⾂表彰に、新たに研
究開発マネジメント部⾨（仮）を創設

〇研究開発マネジメント⼈材
• 経営層の理解増進、機関内連携の強化
• 評価、適切な雇⽤・処遇、⼈事制度の構築
• JSTや外部団体による研修、認定等の積極的活⽤ 等

〇研究開発マネジメント⼈材
• 研究者との協働による、優れた研究成果の創出
• 研修、OJT、認定等によりスキルアップ
• 外部資⾦の獲得、研究の企画・牽引、組織運営への関わり

研究開発マネジメント⼈材（URAほか） 技術職員

〇技術職員
• 組織的なマネジメントの実施
• 評価、適切な雇⽤・処遇、キャリアアップしていける

ポストの整備
• 学内表彰や賞与・給与への反映 等

〇技術職員
• 研究者との協働による、優れた研究成果の創出
• 外部研修の活⽤等によりスキルアップ
• 研究設備・機器の⾼度専⾨⼈材として、研究企画や⼈材
育成等への貢献
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